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三浦市城ヶ島周辺海域におけるカサゴの資源評価及び適正な種苗放流数の検討 

資源評価および種苗放流数の検討 

 [要約] 三浦市城ヶ島周辺海域のカサゴを対象として資源造成型栽培漁業の実現可能

性を評価するため、資源状態の把握及び漁獲量を長期的に維持するために必要な種苗放

流数等について検討を行った。資源量は、０歳魚の加入の低下に伴い減少していたが、

毎年約３万尾の種苗放流を行うことで、資源量を長期的に維持することが可能であると

考えられた。しかし、種苗放流を行った場合の費用対効果は１を下回り、当該資源の栽

培漁業を事業化するためには、多くの課題があると考えられた。 
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[背景・ねらい] 

近年、我が国における栽培漁業は、従来の放流種苗をすべて漁獲することを前提にした

「一代回収型栽培漁業」から、親魚を取り残して再生産を確保する「資源造成型栽培漁業」

に移行しており、本県においても、トラフグ等で資源造成型栽培漁業の実現に向けた取り

組みが進んでいる。 

本研究では、本県の栽培漁業基本計画において種苗放流の対象となっているカサゴをモ

デルケースとして、資源量を維持するために必要な漁獲圧の削減率や種苗放流数などにつ

いて検討を行った。また、併せて種苗放流の費用対効果の試算を行い、当該資源における

資源造成型栽培漁業の実現可能性について検討を行った。 

 

[成果の内容・特徴] 

１ 三和漁業協同組合城ヶ島支所における2010～2019年の水揚量と水揚物の年齢組成から

年齢別漁獲尾数を算出し、資源量を推定する手法の一つであるコホート解析により資

源量等を推定した。城ヶ島周辺海域におけるカサゴの資源量は、2010～2017年にかけ

て減少傾向で、2018～2019年は０歳魚が多く発生したことにより増加傾向となった。2

010～2017年にかけて、資源量が減少した要因は、０歳魚の発生が少ない年が続いたこ

とが大きいと考えられた。 

 
２ 漁獲圧や種苗放流数※を変化させた場合の資源量および漁獲量の将来予測を行ったと

ころ、漁獲圧を現状から６割以上削減しなければ、長期的に資源量を維持できないこ

とが示された。一方、毎年約３万尾の種苗放流を行うことで資源量を維持することは

可能と考えられたが、費用便益比（水揚金額／種苗購入費）は１を下回り、城ヶ島周

辺海域のカサゴで栽培漁業を事業化するためには、多くの課題があると考えられた。 

   



※カサゴ種苗の添加効率（種苗の生残率）は調査中であるため、底魚で添加効率が算出

されているヒラメの値を参考にした。 

 

 [成果の活用面・留意点] 

１ 現在、本県では第８次栽培漁業基本計画に基づき、カサゴを含む６種の水産動物につ

いて種苗放流を実施することとされているが、その放流効果を定量的に評価した事例

は少ない。今後、本研究の同様の手法により栽培漁業対象種の放流効果の評価を行い、

種苗放流の妥当性や目標放流数の設定等に活用されることが期待される。 

２ 今後の調査でカサゴの添加効率を明らかにし、本方法により栽培漁業の事業化につい

て評価したい。 

 

 

[具体的データ] 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 種苗放流数を変化させた場合のカサゴの漁獲量の将来予測 
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